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実績報告書

●学習のねらい・学習活動・準備品・実施場所

静岡県
伊豆の国市立韮山南小学校

実 施 学 年 ：
児 童 数 ：
実施教科 等：
実施時間 数：

６年
53 人（２学級）
総合的な学習の時間
４時間

実施／参照プログラム
№10 校歌の風景を見つめてみよう
№11 地域景観プランナーになろう

学習のねらい
l 史跡を巡り、歴史のまち韮山について知った子供が、故郷の将来像を考える活
動を通して、故郷の自然や歴史、産業を守り続けていきたいという思いをもつ。

学 習 活 動

l 【つかむ段階】2040 年の故郷はどのようになっていたらよいですか。
今まで総合的な学習の時間で学んできたことから、故郷の未来像を考える。

l 【深める段階】スライドを活用して、故郷の未来像をまとめましょう。
都市計画を進めていくためにはどのようなことが大切なのか考える。

l 【見つめる段階】中間発表で助言をもらい、スライド発表の準備をしよう。
学級内のグループで発表をしたり、助言し合ったりする。

l 【つなげる段階】学年で発表をしよう。
発表を通して、様々な視点から景観やまちづくりについて考える。

準 備 品

l タブレット PC
スライドにまとめてプリントアウト
したもので中間発表をした。

l 丸シール
中間発表の際に、自分のグループと同
じ提案にシールを貼った。

実 施 場 所
l 地域の史跡
l 教室
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●学習の流れ
場所 概要 活動記録 児童の反応

１

時

間

教室 2040 年の故郷はどのように
なっていたらよいですか。

l 授業者があらかじめ、まち
づくりにはどのようなこと
が必要であるかアンケート
を行い、グループを決める。

l 授業者が用意した地域の写
真を「改善が必要」と「残
していくべき」に分けなが
ら、地域の景観とまちづく
りについて着目する。

l 2040 年の故郷はどのよう
になっていたらよいのか提
案テーマに沿って考える。

l 授業者は発表までの流れ
（単元の流れ）を伝える。

¡ 2040 年は 17 年後だから
28、29 歳になっている。
大人になっている時の韮
山はより多くの人が住み
やすいまちになっている
といいな。

¡快適なまちになっている
といいなと思うけれど、韮
山は自然も豊かで史跡も
多いから、昔ながらのまち
並みも残っているといい
な。

¡修学旅行で行った、鎌倉や
東京のようなまちになる
といいな。

¡「農業」をテーマにして考
えよう。

２

時

間

教室 総合的な学習の時間で今まで
学習してきたことから、故郷
の未来像を考えよう。

l 下学年で学習してきた総合
的な学習の時間を想起す
る。

l 各グループの提案テーマに
沿って、スライドを作成す
るためのアイデアを共有す
る。

スライドを活用して、故郷の
未来像をまとめよう。

l 各グループで提案テーマに
沿ったスライドを作成す
る。

¡３年生では、イチゴのこと
を学習したね。未来の韮山
のイチゴはどうなってい
るのだろうか。

¡４年生では、福祉のことを
学習した。韮山は全ての人
にとって生活しやすい場
所になっていてほしいな。

¡５年生では、SDGs の学習
をしたよ。自然や史跡を守
りながら韮山が発展して
いっているかな。

¡６年生では韮山の代表的
な史跡のことを学習した。
史跡を残すために働いて
いる人々がいることを知
ったから、私も歴史を知っ
て語り継いでいきたい。

¡故郷韮山には他にどのよ
うなよさや課題があるの
だろう。
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場所 概要 活動記録 児童の反応

１

時

間

教室 中間発表を行い、得たアドバ
イスからグループで考えた故
郷の未来像を考え直そう。

l 中間発表でアドバイスをも
らう。

l 聞き手は自分たちのグルー
プの提案と同様の提案にシ
ールを付ける。

l どのアドバイスを自分たち
のグループの提案にいかす
か考える。シールが少なか
ったグループや多かったグ
ループの視点から自分たち
の提案を考え直す。

l 自分たちのグループの提案
をアドバイスから見直す。

¡農業が活発になる街づく
りのために、自分たちが考
えたこと以外にどんな考
えがあるかな。

¡道路や交通を整備した街
になるためには、電線や看
板以外にも、信号機や歩道
の整備も必要ではないか
な。

¡韮山の史跡を美しく残し
ていくためには、建物の建
て方が大切になってくる
な。

¡他のグループの発表を聞
いて、自分のグループの発
表に取り入れられるとこ
ろを見付けた。

¡写真を大きく映して、未来
像が分かりやすいように
説明を加えるようにしよ
う。

１

時

間

発表をしよう。

l スライド発表で自分たちの
提案を聞いてもらおう。

l 聞き手は提案がよかったグ
ループにシールを貼る。

¡故郷のまちがより好きに
なった。

¡現在のまちづくりがどの
ような意味をもって行わ
れているのかが分かった。

¡ 2040 年になってもこのま
ちに住み続けていきたい。
その時には自分たちがま
ちづくりを行う立場とし
て活動したい。
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●児童の作品（写真や図にはキャプション（説明）を添えてください。）
・グループで考えたテーマに沿った発表物 ・発表後の掲示物

・単元終了後の児童コメント（一部抜粋） ・単元前後のアンケート比較

・「校歌の風景を見つめてみよう」の掲示物

●先生の声
【実施にあたり工夫した点・苦労した点】
l 個人でまとめ、発表することよりも、児童の実
態に合わせてグループで考えをまとめ、発表す
るようにした。

l 発表時には、原稿を作らずに、各グループでま
とめたスライドを A3版に印刷して発表するよ
うにした。

l 発表時には、ワールドカフェ形式で行い、意図
をもってシールを貼るようにしたことによっ
て、聞き手は目的をもって発表を聞くことがで
きた。

l 画像提示の際に、どの画像をどのような意図を
もって見せるのかに難しさを感じた。思いもよ
らぬところに児童の注意が向いてしまった。

【児童の反応】
l 総合的な学習の時間で学習してきた知識や他
教科で得た様々な知識を使って、自由にまちづ
くりを景観という視点から考えることができ、
児童は楽しそうに活動していた。

l 「校歌の風景を見つめてみよう」では、卒業式
に歌う自校の校歌の意味や風景、歌詞に込めら
れた思いを読み取ることができた。

【教師の変化】
l 各学年で学んできた総合的な学習の時間の内
容を総括する学習内容となった。

l 見慣れた景色の中に景観まちづくり学習や他
の学習に生かすことができるものを見付ける
ことができた。

単元前

単元後
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